

















































雲津 小泊 伏見 高波
春祭り ４月１６日 ４月１５日 ４月２５日 ４月３日
夏祭り ６月２９日 ６月２８日 ６月２７日 ６月２６日




秋祭り ９月１３日 ９月１６日 ９月２１日 ９月１８日
恵比寿祭り １０月後半の日曜
(昔は２０日だった）
新嘗祭 １１月２０日 １１月１８日 １１月１７日 １１月１６日
また七夕祭りは、神社祭礼ではなく子供のための祭りである。秋祭りのキリコよりもやや
小さい子供キリコと、それよりもさらに小さく二人で持てるサイズのミニキリコが出る。七
夕祭りの夜、子供たちはキリコを持って家々を回り、目録（お小遣い）をもらう。七夕祭り
には先祖供養の意味があるため、昔はお金ではなくろうそくをもらっていたそうだ。
この七夕祭りは子供が主体となって行う祭りで、子供キリコの準備や太鼓の練習なども子
供だけで行われてきた。しかし近年は少子化の影響で、子供だけでの運営が困難となってい
る。そのため10年ほど前から、参加する子供の年齢の幅を広げたり、大人が手伝ったりする
ようになり、存続のための努力がなされている。雲津の親睦会の元会長であるＭさん（４０
歳代、男性、雲津）は、「本当は子供たちが協力して自分たちでやることに意味があるが、伝
統を途絶えさせないために、今は親睦会が手伝っている」と話していた。
このように七夕祭りは、小泊校下で行われる主要な祭りの一つである。しかし本稿では神
社祭礼に焦点を絞り、七夕祭りについては詳しく論じないことにする。また神社祭礼の中で
も、春祭り、秋祭り、新嘗祭は神事しか行わない、一部の住民しか参加しない規模の小さい
祭りである。そのため次節以降では、大祭ともいわれる秋祭りや、特色のある恵比寿祭りに
ついて詳しく見ていくことにする。
2．秋祭り
2.1能登のキリ。祭りの概要
一般に能登の祭りといえばキリコ祭りと言われるように、夏から秋にかけて、能登の各地
ではキリコによるパフォーマンスが華やかに行われる。「能登キリコ祭り」（朝平１９９９：
56-62）によれば、キリコは神仏に灯明を捧げる習'慣から生まれたもので、もとは一人持ちの
小さな笹キリコだったものが数人で持ち歩く四本柱の竹キリコとなり、やがて現在のように
恒久的使用に耐えられる木製のものに発展したのだという。そしてその発展の過程で、室町
時代以降京都を中心に流行していた風流の趣味が取り入れられたり、商家の羽振りの良さを
示すために大きさや飾り付けの華麗さが競われたりした。そのため能登のキリコ祭りの華や
かさは、金沢でさえ見られないほどの都振りを呈していたという。しかし明治時代以降にな
ると、キリコの大型化にも歯止めがかかる。担ぎ手の減少や、電灯が取り入れられ始めたこ
とがその原因であった。
現在のキリコは小型化し、電線の下をぎりぎり通れる高さのものが大半となっている。し
かし「盆や正月に帰郷しなくてもキリコ祭りには必ず帰ってくるのが能登人の心意気」と言
われ、現在でもキリコは地域の結束力や羽振りの良さを世間にアピールするシンボルとして
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の役割を担っている。
能登には、キリコ祭りが行われている地域が百ヶ所あまりあるといわれる。そのため七月
から九月にかけてのシーズンには、能登の各地で毎晩のようにキリコ祭りが行われることに
なる。今回調査を行った小泊校下の集落では、キリコが出るのは九月に行われる秋祭りであ
る。秋祭りは神様を家にお迎えする祭りと言われ、このときキリコは家々を訪問する神輿と
ともに、集落内を夜通し練り歩く。このような秋祭りの内容はどこの集落でもだいたい同じ
だが、ここからは実際に見ることができた小泊の秋祭りについて述べていく。
2.2キリ。
－回の祭りに出されるキリコの本数に
制限はなく、出せるなら何本出してもい
いのだという。しかしキリコの本数は担
ぎ手の人数と密接に関わるため、世帯数
の少ない伏見の秋祭りでは、キリコは一
本しか出ない。高波も一本だが、引砂か
ら二本出るため、高波と引砂の合同の秋
祭りでは、計三本のキリコが出ることに
なる｡比較的世帯数の多い雲津や小泊は、
単独で三本のキリコを出す。小泊の場合
は、集落が旭浜、中島、宮島という三つ
の島（組）に分かれており、この島ごと
にキリコを出すことになっている。
キリコは、四本の木製の柱から成る骨
組みに絵や文字を書いた紙または布を貼
図１小泊の島
(聞き取りより筆者作成）
って、その上に屋根をつけたような形をしている。骨組みの内部の空洞には電球が入ってい
て、内側から光が照らすと絵や文字が美しく浮かび上がる。またキリコの前側には集落の名
前が書かれた提灯、後ろ側には太鼓が取り付けられている。提灯は三列に並んで吊るされて
おり、その下には子供が乗るためのスペースがある。ここに2～3歳の小さな子供を乗せて成
長を願うのだという｡また後ろ側には､太鼓を叩くためにもう少し年長の子どもが２人乗る。
キリコの大きさは地域によっても異なるが、小泊のキリコは目測で５～６メートルほどの
高さがあるように見えた。重さは正確には分からないが、木製であるためかなりの重量があ
ると思われる。以前はキリコの渡御の際は、人の力でキリコを持ち上げて、担いで練り歩い
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たという。しかし近年は担ぎ手の減少によって、キリコの下にはタイヤの付いた脚が付けら
れている。そのため現在は実際には担がず、キリコはタイヤを使って進む。このタイヤが付
けられ始めた時期は、早いところでは昭和４５（1970）年頃で、小泊のキリコには２０年ほど
前にはすでに付いていたそうだ。
キリコを担ぐのは地元の男』性たちであり、ま
たキリコに乗ってお嚥子の太鼓を叩くのは子供
の役割である｡太鼓には二種類の叩き方があり、
キリコが動いていると止まっているときで叩き
方が異なる。動いている時は比較的ゆっくりの
テンポで､大ぱいも小ぱいも同じリズムを叩く。
一方止まっている時は、小ぱいが速いテンポで
単純なリズムを繰り返し、大ぱいはやや複雑な
リズムを叩く。この二種類の叩き方に特別な名
前はないらしく、それぞれ「動いているときの
叩き方」や「止まっているときの叩き方」と呼
ばれている。動いているときの叩き方がされて
いるときは、キリコは歩くよりも遅いくらいの
速度でゆっくりと進み、一方止まっているとき
の叩き方がされているときは、キリコの担ぎ手
たちは「やつざ、やつさ」と掛け声を掛けな
写真１旭浜のキリコ
がらキリコを揺すったりして騒ぐ。
祭りの日には、キリコの担ぎ手である男'性たちや太鼓を叩く子供たちは、キリコバという
衣装を着る。キリコバはドテラ、アカバなどとも呼ばれる鮮やかな色の着物で、最近は青や
緑など新しいデザインのものも増えているが、昔は赤いものが多かったという。キリコバに
は小さな鈴が縫い付けられているものもあり、歩くたびに鳴る。キリコバの上には竜などの
派手な絵柄の入った前掛けをし、帯を締める。足には足袋を履き、その上には靴やぞうりな
どを履かずに、屋外もそのまま歩く。花笠をかぶる人もいる。
キリコは神聖なものとされ、昔は女性が触ることは禁じられていたという。しかし戦時中
に男手が不足したことから、現在では女'性もキリコに触ることができるようになった。太鼓
も昔は小学生の男の子が叩いていたが、今は子供が少ないので、女の子や中高生も太鼓を叩
いている。しかしキリコを担ぐことに関しては現在でも女性はあまり積極的ではないようで、
男性だけがキリコを担いでいる。
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キリコは祭りの当日以外は、各集落内の格納庫に保管されている。格納庫は天井が高く、
キリコを立てたままで入れることができる。しかしこのような格納庫ができたのは比較的最
近のことで、小泊では１０年ほど前、高波ではつい昨年（2008年）のことである。格納庫が
できる以前はキリコを分解してしまっていたため、祭りの前日や前々日から仕事を休んでキ
リコを組み立てる必要があったそう危しかし現在は立てたままの状態で保管するので、そ
の手間が省けるだけでなく、組み立てや分解を繰り返すうちにガタがきやすくなるのを防ぐ
こともできる。キリコは新調すると１千万円以上かかるという。
2.3寄合いと役職
秋祭りは大祭とも言われ、－年を通した祭りの中でも最も盛大に行われる祭りだが、毎年
必ず行われるというわけではない。不幸が多かった年や、不漁不作の年、干ばつの年は中止
になる。また行う場合でも、祭りには神輿渡御と総神楽の二種類の形式がある。その年に秋
祭りを行うかどうかや、どちらの形式で祭りを行うかといったことは、８月に開かれる祭り
寄合いで決定される。
小泊では今年(2009年)、８月２日の夜に集会所で祭り寄合いが開かれ､それを見学させて
もらうことができた。寄合いには15～6人ほどが集まり、区長のＵさん（60歳代、男性､小
泊）の司会のもとで話し合いが持たれた。その結果、今年は神輿渡御の形で祭りが行うこと
に決まった。昨年宝くじの助成金で神輿が修復されたので、そのお披露目として神輿を出す
べきだというのが主な決定理由であった。今年は不漁や不作、天候不順が続いているが、そ
れを理由に祭りを控えるよりは、修復した神輿を披露することで地区が元気になったことを
アピールし、不況も吹き飛ばそうという意見も出ていた。
また寄合いではこの後、各役割に誰が就くことになったかが報告された。祭りに必要な役
割は、当元、天狗、キリコの責任者、神輿の担ぎ手などである。当元は祭りの準備や神主さ
んのお世話をする係であり、神輿の先導者である天狗という役も当元の家から出すことにな
っている。またキリコの責任者と神輿の担ぎ手といった役は島ごとに出される。キリコの責
任者は各島から１人ずつ、神輿の担ぎ手は宮島と中島からそれぞれ３人、旭浜から２人の計
８人である。
このような役割の確認の後、寄合いで最後に話し合われたのは、祭りを何時から始めるか
ということであった。以前は夜から始めて翌朝までやっていたが、近年は午後２時半ごろか
ら始めてその日の夜のうちに終わるようになったという。翌日も学校がある子供たちへの配
慮が、祭りの時間を早めるようになった主な理由であるようだ。
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2.4当日の流れ
神輿の渡ｲ卸が行われる場合、秋祭り当日の流れは次のようなものになる。まず神社で神輿
とキリコのお祓いや神渡しが行われ、神様が神輿に移る。その後神輿とキリコが神社を出発
し、家々をまわってお祓いをする。その途中で休憩の時間が入り、この時に家に知人や親戚
を招いてご膳でもてなす呼ばｵLがある。休憩が終わると再び神輿とキリコが動き始め、集落
内を一周して再び神社に戻ってくると、クライマックスの入り官となる。このような祭りの
内容はどこの集落でもだいたい同じであるが、ここからは小泊の秋祭りの当日の流れについ
て、実際の観察に基づいてもう少し詳細に述べていくことにする。
くお祓いと神渡し＞
小泊の秋祭りは毎年９月１６日に行われる。今年（2009年）は、この日は水曜日で平日で
あった。会社勤めの人のなかには「祭礼のため」と言って仕事を休む人もいるそうだが、子
供は学校が終わってからの参加となる。祭りの開始時刻は午後３時で、神様を神輿に乗り移
らせる神渡しの神事から始まる。この
神事は、集落の南端に位置する八幡神
社で行われる。
祭りの当日、神事が始まる時間が近
くなると、地元の人々が神社に集まり
始める。私もこのとき、神社の前で祭
りが始まるのを待っていた。すると２
時40分頃から､笛や太鼓の音が聞こえ
始めた。格納庫から出された各島のキ
リコが神社に向かってきている、その
写真２神社の境内に並んだキリコ
お嚥子の音である。お離子が聞こえ始めるとまもなく、キリコバを着た男性たちに担がれた
キリコが神社にやってきた。最初に到着したのは宮島のキリコだったが、続いてやってきた
旭浜と中島のキリコが境内に入るのを待ってから、宮島のキリコは最後に境内に入った。こ
れは、神社を出発する際に宮島のキリコが先頭を行くためである。
こうして祭りの開始までに、各島のキリコ三本が境内に並んだ。そして３時ごろから、神
社の中で神輿のお祓いが始まった。近くで見ることができなかったので、神事の詳細な手順
を観察することはできなかったが、神主が御幣を振っているのが見えた。
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神輿のお祓いは約４５分間続いたが、これは例年よりも少し時間がかかったそうだ。神社
の中でお祓いが行われている間、キリコの担ぎ手である男性たちや、祭りを見に集まってい
た女性たちは、神社の外で神事が終わるのを待っていた。この間、男性たちはタバコを吸っ
たり缶ビールを飲んだりし、また女性たちは神社のそばの道や空き地に集まってお喋りをし
て、それぞれ自由にしていた。
お祓いが終わると、白い服と黒い帽子を身に付
けた担ぎ手たちによって、神輿が神社から出され
た。鳥居をくぐるときにぶつからないようにと、
慎重に神社の前の道まで運ばれた神輿は、そこで
タイヤ付きの台のようなものに乗せられた。キリ
コだけでなく、神輿も担がずにタイヤで動かせる
ようになっているようだった。
神輿のお祓いが終わると、次はキリコのお祓い
である。これは三本のキリコそれぞれに対し個別
に行われるが、神輿のお祓いほどには時間はかか
らず、４時ごろから始まり１０分ほどで終わった。
そして神事が全て終了すると、いよいよキリコと
神輿の渡御が始まる。
写真３神輿
く神輿渡御とご招待（ごしようだい）＞
キリコと神輿が八幡神社を出発したのは、午後４時を少し過ぎた頃だった。集落内を練り
歩く時は､三本あるキリコのうち､その時に通っている島のキリコが先頭を行き､次に神輿、
そして残りのキリコが二本という順で並ぶ。このとき神輿の前には先導役である天狗が、後
ろには御幣を持った神主がつく。天狗は赤いお面を紐で肩から背中のほうに提げ、先が三つ
に分かれた銘のような形をした、背丈ほどの長さの棒を持って歩く。進んで行くうちに次の
島に入ると、そこでその島のキリコが先頭になるようにⅡ偵番を交替する。八''１番神社は宮島に
あるため、まずは宮島のキリコが先頭となって神社を出発した。小泊は海に面した集落であ
り、民家は海岸沿いの一本の道に沿うようにして並んでいる。そのため神輿とキリコは、こ
の海沿いの道を通って集落内を進んでいった。
秋祭りは神様を家にお迎えする祭りであり、神様は神輿に乗って家々を訪問する。これを
ご招待（ごしようだい）といって、このとき神主が家の前で祝詞をあげ、お祓いをする。昔
は神主に家に上がってもらって行っていたそうだが、今は時間短縮のために庭か家の前の道
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で済ませている。また昔は全ての家をまわっていたそうだが、これもやはり時間短縮の目的
から、今では3～4軒の家をまとめて一度にお祓いするようになった。どこの家で行うかは、
近所同士で毎年交替にするか、あるいは話し合いによって決められる。新築の家や結婚した
家を優先したり、死者が出た家は遠慮したりするそうだ。
図２神輿とキリコの並び
(聞き取りより筆者作成）
図３神輿とキリコの進行
キリコのお嚥子に用いられる太鼓
には、すでに述べたように動いてい
るときと止まっているときの二種類
の叩き方がある。動いているときと
いうのは文字通りキリコが進行して
いるときのことであるが、止まって
いるときというのは、ご招待のため
に神輿が民家に立ち寄り、キリコは
待機状態となっているときのことで
ある。しかしこの待機しているとき
のほうが、動いているときよりも太
鼓のテンポが速く、また担ぎ手の掛
け声も入って盛り上がっているよう
に見える。
こうして渡御の際の神輿とキリコ
(聞き取りより筆者作成）
|土、少し進んでは家に立ち寄ってお祓いをするということを繰り返しながら少しずつ進んで
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行く。その出発地点である八幡神社は集落の南端に位置するため、神輿とキリコは北に向か
って進み、集落の北端までたどり着くとそこで折り返してまた八''１番神社まで戻ってくるとい
うコースを辿る。戻ってくるときも、行くときとは別の家をまわりながら進む。時間短縮の
ために3～4軒をまとめてお祓いするとはいってもなかなか時間がかかり､往復して神社に戻
ってくるのは深夜や翌朝になることもあるという。
しかし、神輿の渡御は一晩中続くわけではなく、途中で一度休憩が入る。休憩は夜７時か
ら10時までの３時間であり、これは親戚や知人を家に招いてご膳でおもてなしをする「呼ば
れ」の時間として設けられている。
く呼ばれ＞
呼ばれには、親戚や会社の知り合いなど、集落外の人も招かれる。一晩に複数の家から招
かれる人もいる。また無礼講であるため、招かれていなくても知らない人の家に行って食事
をすることもできる。知り合いが知り合いを連れてきたりするので、もてなす側は何人分の
ご馳走を準備すればいいかあらかじめ分からないが､一軒の家でだいたい50～60人分を用意
しておくそうだ。神輿やキリコにつながっている人は皆神様の使いとみなされるため、誰が
来ても丁重にもてなすのだという。
私はこの呼ばれの際、Ｓさん（50歳代、女'性、小泊）のお宅に伺った。Ｓさんの家には、
ふすまを外すと４つの部屋を－つの大きな部屋のようにつなげることが出来る伝統的な田の
字型造りの座敷がある。この日は田の字型に並んだ四部屋のうち、道路に面している側の二
部屋が呼ばれの会場として使われた。部屋の中には．の字型に座布団が並べられていて、休
憩が始まる７時ごろから徐々に集まり始めた人々がそこに着席していった。一軒で５０～６０
人分の食事を用意しているとはいって
も、それほどの人数が一度に訪れるわ
けではなく、他の家を訪れた後で二軒
目、三軒目をまわる人もいる。そのた
め、招待された全員が決められた時間
にそろって食事を始めるというわけで
はない。来た人から順次席に着き、互
いに挨拶をしたりビールを勧めたりし
ながら、それぞれ食事を始めるといっ
た具合である。
n口
．』鰯
写真４ご膳’~六円￣～゜
Ｓさんの家では、休憩が始まる７時
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ごろに集まったのは私たち金沢大学生４人を含めて20人ほどであった｡そして－時間ほど食
事と談笑が続き、その後８時を過ぎた頃から、次の家に行くために退出する人がいたり、新
しく別の人がやってきたりと、人の入れ替わりがあった。後から来た人の中には、すでに別
の家で食事をしてきている人もいるが、そのような場合でもまた一人分のご膳が用意されも
てなされる。
この呼ばれのご膳を準備するのは主に女'性の役割であるが、何＋人分もの食事を料理し、
配膳するのは大変手間のかかる仕事である。そのため、近年では家庭で全て料理するのでは
なく、費用がかかっても仕出しを頼んで済ませる家も多いそうだ。しかし、Ｓさんの家では
この日出された料理のほとんどが手作りであった。メニューは栗の入った赤飯、焼き魚、刺
身、イカのフライ、春巻き、枝豆、茶碗蒸し、カボチャとシイタケの煮物、ふき、昆布、お
ぼろ豆腐、吸い物、大根なますなどであった。
＜入り宮＞
夜10時になると休憩が終わ
り、神輿の渡御が再開される。
このときも休憩前と同様に、道
沿いの家々の前で神主が祝詞を
あげ、お祓いをしながら進んで
いく。４時ごろに神社を出発し
たとき辺りはまだ明るかったが、
このときはすでに夜になってい
るため、キリコやキリコに吊る 写真５太鼓を叩く子供
されたちょうちんの中の電球には明かりが点けられている。また日中よりもキリコに参加し
ている人数も増え、お酒も入って祭りは盛り上がりを見せる。子供も深夜まで祭りに参加す
ることが許されており、翌日学校があるはずの中学生も、最後までキリコに乗って太鼓を叩
いていた。
神輿とキリコが集落内を往復して八'|]番神社に戻ってきたのは、翌午前２時１５分をまわっ
た頃だった。神輿とキリコは神社の前に到着した後しばらく道で待機となり、その間に境内
では入り宮のために火が焚かれ始めた。火が点くのを待っている間、宮島のキリコは神社の
前の道をしきりに行ったり来たりしていた。このとき、太鼓は止まっているときの叩き方で
叩かれ、「やっさ、やつさ」と掛け声も盛大にかけられていた。
やがて火の準備ができると、神輿はそれまで乗せられていたタイヤの付いた台から下ろさ
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れた。そして白い服の担ぎ手たちに担がれて境内へと入ると、そこで焚かれた火の上を何度
か行き来した後で、神社の中へ入っていった。
そして神輿の次は、キリコの番である。この入り宮のときだけは、キリコも担いで境内に
入れる。キリコバ姿の男I性たちが、まず宮島のキリコを担いで持ち上げようとするが、人手
不足のためなかなかうまくいかない。何度も試みるうちに、ついにキリコは傾いて倒れそう
になってしまう。周囲では、その様子を見て年配の男性が声をあげて喝を飛ばしたり、女性
が「今の若い人は力がないね」と言って笑ったりしていた。
やがて、宮島のキリコがなかなか持ち上がらないことに見かねて、中島と旭浜のキリコの
担ぎ手たちが手を貸しに入った｡そうして30人ほどが力を合わせて、ようやくキリコは持ち
上がった。そしてまた「やっさ、やつさ」と掛け声をかけながら神社の前を何度か行き来し
た後で、キリコは境内に入っていった。しかし重たいキリコを持ち上げ続けているのは大変
なようで、運んでいる途中に重さを支えきれなくなってキリコが地面に接触してしまうこと
が何度かあった。そのため境内に運び込むまでに、何度も持ち上げなおさなければならなか
った。
それでもなんとか宮島のキリコが
境内に入り地面に下ろされると、続
いて旭浜のキリ。と中島のキリコも
同様に担いで境内に入れられたが、
やはりこのときも苦労している様子
が見られた。そのため、最初のうち
は周りで見ているだけだった人たち
も次々と手を貸しに入っていき、最
後に中島のキリコが境内に運び込ま
れるときには、その場にいた男性の
写真６キリコを持ち上げている様子
ほとんどがこれに加わっていた。
やがて中島のキリコが境内に入り定位置に下ろされたとき、時刻はすでに午前３時をまわ
っていた｡約１２時間に及んだ秋祭りは、この入り宮の場面において最大の盛り上がりを見せ
たが、三本のキリコを全て境内に入れ終えると同時に祭りも終わりを迎えた。中島のキリコ
に手を貸していた宮島、旭浜のキリコの担ぎ手たちはそれぞれ自分のキリコに戻っていき、
その後三本のキリコは、またタイヤを使って神社を出ていった。
キリコは神社を出ると、横笛や太鼓のお嚥子の音とともに、来た道をまた帰っていった。
祭りが終わると、キリコはそれぞれの島にある格納庫にしまわれ、翌年まで－年間保管され
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ることになる。
4．恵比寿祭り
4.1恵比寿祭りの概要
恵比寿祭りは、今回調査を行った４つの集落のなかでも、高波でのみ行われている祭りで
ある。高波は隣の引き砂の集落と神社が共同であるため、他の祭礼は松森神社で引砂と合同
で行われる。しかし恵比寿祭りだけは高波単独で行われるため、高波の集会所の隣にある恵
比寿堂という小さな祠で行われる。
この祠には亀の甲羅の形をした石が祀られている。この石は、江戸の終わりか明治の初め
の頃に定置網にかかったものだという。その日は凪であったため、大きな石が網に入り込む
というのは不思議なことなので、これは神様に違いない、粗末にできないということで、そ
の石をお祀りするために祠が建てられた。これが恵比寿堂の起源である。
この恵比寿堂で行われる恵比寿祭りは、元来豊漁に感雷ける漁師の祭りであった。そのた
め高波の集落内でも、漁師以外では祭りの存在を知らない人もいたそうだ。しかし近年では
豊漁だけでなく農業の収穫も同時に祝い、集落全体で行う盛大な祭りとなっている。
写真７恵比寿堂の外観 写真８恵比寿堂の内部
4.2祭りの内容
恵比寿祭りでは、大きく分けて釣り大会、懇親会、玉串奉納の神事の三つが行われる。こ
こからはそのそれぞれの内容について記述していく。
く釣り大会〉
恵比寿祭りの日は、朝８時からアブラメ（アブラメは方言で、アイナメのこと）釣り大会
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が行われる。釣り大会の様子を実際に見ることはできなかったが、参加した人から話を聞く
ことはできた。それによると、大会は高波の海岸の岩場で行われ、イワムシを餌に釣竿を使
って釣ったそうだ｡参加者は20人ほどで､女性も参加できるが実際の参加者の大半は男性で
あったという。釣り大会が行われている間に、女`性たちは昼から行われる懇親会のために食
事の準備をしているのである。
この懇親会には、釣り大会で釣り上げられた魚を使った料理も出される。また釣り大会の
結果発表も、懇親会の場で行われる。
く懇親会＞
懇親会は、恵比寿堂やキリコ格納庫と並んで建っている集会所で行われる。午前中に行わ
れた釣り大会は見ることができなかったが､懇親会は実際に見ることができた｡昼の１２時ご
ろに集会所に到着したとき、集会所の前では午前中に釣れたアブラメが網で焼かれていると
ころだった。このときすでに集会所の中には多くの人々が集まっており、料理の並べられた
テーブルを囲んで座っていた。
懇親会が始まったのは１２時過ぎであった。まず区長のＳさん（60歳代、男性、高波）か
らの挨拶があり、その後で乾杯が行われた。乾杯の飲み物は子供を除いて、ほとんどの人が
ビールであった。乾杯が済むと次に、先に行われていた三崎町民運動会の結果発表と、午前
中に行われたアブラメ釣り大会の結果発表があった。集まった人々は運動会の結果をすでに
知っていたが、高波地区は総合三位と
好成績であったため再び発表され、ト
ロフィーが披露された。またアブラメ
釣り大会には、数量賞、大物賞、珍魚
賞といった三種類の賞があった。結果
は数量賞の１位は92匹、大物賞は２１
センチだった。また珍魚賞はタコを釣
り上げた人に贈られた。賞品はオーブ
ントースター、ミキサー、ポットとい写真，魚を焼いている様子一'､￣ハプ￣、ペイツー、小ソ'､こｖ
った家電製品であった。
運動会と釣り大会の結果発表が終わると、その後しばらく食事と歓談の時間が続いた。こ
の懇親会のために用意された料理は､釣り大会で釣られたアブラメを使った焼き魚のほかに、
刺身、苑でたタコ、タコとジャガイモの煮物、吸い物、赤飯、漬物などであった。これらの
料理は朝の八時半頃から集落内の女性たちが集まって準備したものであり、その材料は全て
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地元で取れたものを使っているのだという。
<玉串奉納＞
懇親会が行われている間に神主が到着し､集会所の隣の恵比寿堂で､神事の準備が始まる。
人が数人入れるほどの広さの祠のなかで、榊の枝を適当な長さに切ったり、枝に幣帛を取り
付けたりといったが準備される。このとき、普段閉められている祠の扉は取り払われ、また
設えられた祭壇には供え物が三方（さんぼん）に乗せられて並んでいた。供え物は酒、米、
お金などのほか、白菜やニンジン、大根といった野菜、リンゴ、バナナ、パイナップルとい
った果物、また魚や卵などであった。米の袋と酒の瓶には、それを提供した人の名前を書い
た紙が貼られていた。
神事の準備が整うと、懇親会は一時中断され、人々が恵比寿堂に集まり始める。しかし恵
比寿堂は狭く、数人が入れる程度の広さしかない。そのため祠の中や縁側に座れない人は、
外に立って中をのぞいていた。
そして午後２時になると神主が太鼓
を叩き始め、神事が始まった。神主は
太鼓を叩き終えると、祭壇のほうに向
き直って三度頭を下げてから、祝詞を
あげる｡その後､二礼二拍手二礼する。
次に幣帛を付けた榊の枝を祭壇に向か
って振り、振り返って今度は集まって
いる人々に向かって振る。そして祭壇 写真１０神事の様子
のほうに向き直ると、再び三度頭を下
げ、祝詞をあげ、二礼二拍手二礼するという、最初と同じ動作を繰り返す６
そしてこの後で、玉串の奉納が始まった。まず神主が玉串を奉納し、その後集まっていた
人々が順に祭壇の前に進み出て、同様に奉納を行う。そして最後に、船の所有者による奉納
が行われる。船の所有者は自分の船の名前を書いた酒を供え物に提供しているので、奉納の
際、その酒は栓を抜かれて神前に供えられた。
三人の船の所有者による奉納が終わると、それまで横にどいていた神主が再び祭壇の前に
進み出る。そして祭壇に向かって三度礼をし、祝詞をあげ、二礼二拍手二礼をし、最後に太
鼓を叩くという、最初と同じ一連の動作をもう一度行って、神事は終了となった。
その後すぐに祠の中は片付けられ、集まっていた人々は集会所に戻って行って、懇親会が
再開された。ここまでが、恵比寿祭りの一連の流れである。
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4.3恵比寿祭りの変化
かつて恵比寿祭りははつか恵比寿ともいって、毎年1ｏ月２０日に行われることに決まって
いた。しかし近年では、人が集まりやすいようにとの理由で日曜日に行うようになったそう
で、今年（2009年）は１０月２５日に行われた。またもともとは豊漁を祝う祭りであった恵比
寿祭りで、農作物の収穫も祝うようになったのも、漁師だけでなく多くの人が参加できるよ
うにという目的からだという。
このように、恵比寿祭りは以前よりも規模が拡大されてきている。これは住民が集まる場
を持つことがこの祭り目的の一つになっているためである。結婚式や葬式が家ではなくセレ
モニーホールのような会場を借りて行われるようになったことで、近所の人たちが集まって
お互いに手助けをする機会が減った。そのため、近所同士の関わりが薄くなってしまわない
ための交流の場としての役割が祭りに与えられるようになったのである。また、三崎町民運
動会で好成績を残していることや、昨年各戸で費用を負担して新しくキリコ格納庫を建てた
ことも地域内の団結意識を高め、恵比寿祭りを盛り上げていこうという雰囲気を作り出す土
壌となっているようだ。
5．考察
はじめにの節でも述べたように、私が三崎町の祭りに興味を持ったのは、しばしば神の存
在が語られる宗教的な要素が強い祭りであること、また観光化していないにもかかわらず毎
年続けられていること、という二つの理由からであった。そこでこの節では、日本の祭りと
はそもそも宗教的行為として始まったものであるという辞書的な定義から入り、そこからさ
らに祭りの変化と存続、今後の展望といったことを考察していく。
「文化人類学事典」では、「日本では「祭り』とは第一義的に「神と人との交渉」であり、
そこから派生してさまざまな意味が生まれた。『祭り」はまず宗教的行為としてあり、次に世
俗的な行為に転用されている」（1987：723）と説明されている。つまり祭りの原義は神に供
え仕えることであったが、祭りはしばしば歌や踊り、派手な衣装、ご馳走といった日常生活
ではＩ慎むべきとされる誇示的な言動を伴うことから派生して、祭りという言葉は宗教的行為
を離れた歓楽的な催しのことも指すようになったのだという。しかし小泊校下の祭りは、「神
と人との交渉」という、本来の姿に近い形で行われているように思われる。秋祭りには、キ
リコを出して騒いだり、ご馳走で親戚や知人をもてなすなどといった歓楽的な面もあるが、
それでもやはり祭りの核を成しているのは神輿の渡御だからである。また地元の人の話の中
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でも、「秋祭りは神様を家にお迎えする祭り」だとか、「神様は神輿に乗って家々をまわる」
などと、しばしば神の存在が語られていたことからも、宗教的性格の強い祭りだといえる。
また高波の恵比寿祭りでは、神事だけでなく住民同士の交流にも重点が置かれているとい
うことはすでに述べたとおりだが、だからといって恵比寿祭りにおいては神の存在が重要視
されていないということではない。高波はもともと漁師の町で、かつてはたくさん獲れて裕
福だったという。しかしだんだんと魚が減ったため農地も開拓したそうで、現在では半農半
漁の集落となっている。そのためこのような生活の変化に合わせて、もとは漁業の神として
祀られていた神格に､農業の神としての役割も与えられるようになったのではないだろうか。
つまりここで注目したいのは、魚が獲れなくなってからも信仰は失われることなく、形を変
えて受け継がれてきたということである。
このように、小泊校下の祭りでは神の存在が重視されており、その意味においては現在で
も原義に近い形で祭りが行われているといえる。しかし「神に供え仕える」という祭りの本
質的な目的は変わっていなくても、手法や手順といった実際的な面では多くの変化が起こっ
ているのも事実である。聞き取り調査を行ったなかで、「昔はこうだったが、今はこうしてい
る」というような話は何度も耳にした。例えば、キリコにタイヤが付けられるようになった
ことなどは大きな変化である。しかし変化を嫌ってキリコを動かせない状況になれば、祭り
を行うこと自体が不可能になってしまう。人口の減少や生活の変化に伴って、祭りのあり方
も変化したり手順が簡略化されたりしてきたということなのだろう。
しかし現在のところは、祭りの存続自体が危ぶまれているというようなことはない。人手
不足の問題があるほか、祭りにかける手間や時間も省略されるようになってきてはいるが、
反対に以前より積極的に取り組まれるようになった－面もある。
調査を行って聞いた話のなかで特に印象深かった言葉に、次のようなものがある。「本来
なら今年(2009年）のような不漁不作の年に祭りを行うものではないが、今は祭りは観光の
ようなもので、若い人たちは祭りをやりたがる。去年は神輿の修復のため祭りをやらなかっ
たので､今年もやらないのでは若い人たちがかわいそう｣。神輿渡御を行うことが決定された
祭り寄合いの翌日にお話を伺ったＳさん(60歳代､男性､小泊）の言葉である。一般的には、
小規模で観光化していない地方の祭りというと、伝統的なもの、だんだん途絶えていくもの
といったイメージがないだろうか。しかし実際には、その反対のことが起こっているようで
ある。本来なら祭りを行うべきでないとされている状況でも行われるようになり、しかもそ
れには若い人のほうが積極的だというのである。なぜこのような傾向が見られるようになっ
たのだろうか。キリコは地域の団結や羽振りの良さのシンボルだといわれるが、そのような
地元への愛着のほかにも、祭りが積極的に行われるようになったことには理由があるのかも
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しれない。
少し古い著作になるが、『祭りの構造」を著した倉林は、祭りには「心の広場」としての
機能があると指摘したうえで､祭りの復興を提唱した（倉林1975：226-228)。近代化に伴
ってさまざまな社会問題が生まれてくるなかで誰もが求めている真のコミュニケーションの
場としての機能を、祭りが果たすのだという。今年小泊で秋祭りが行われることになった理
由として､寄合いで挙げられた意見の一つに､｢不況も吹き飛ばすため｣というものがあった。
これはつまり倉林が指摘したように、不況という社会不安があるなかで、住民同士のコミュ
ニケーションの場としての機能を祭りに求める動きが現れたということなのかもしれない。
また恵比寿祭りにおいてはもっと明確に、住民同士の交流を目的として祭りの規模を拡大し
たということが語られていた。
倉林は高度成長後の不景気や、家族関係の変化による孤独を感じる若者の増加といった問
題を引き合いに出して、「心の広場」としての役害Ｉを果たす祭りの復興を提唱したが、世界同
時不況といわれる今、再び祭りの必要性が見直されるべきときなのかもしれない。
6．おわりに
「『祭りとは」という質問に対して、『心のふるさと」と答えた学生がいた」（倉林1975：
11)。本稿を書くにあたって参考にした『祭りの構造」という本の冒頭である。筆者がこの－
文から伝えたかったことはおそらく、若い学生でさえも祭りを「心のふるさと」と言って輝
らないほど、日本人にとっての祭りは郷愁を誘う、どこか懐かしい感じのするものであると
いうことなのだろう。しかし私自身は、祭りを「心のふるさと」という言葉で表現すること
には若干の違和感を覚える。「ふるさとの祭り」と呼べるような祭りを経験したことがない私
がそのような表現を用いたのでは、なんだかおこがましいことを言っているような気分にな
ってしっくりこないのである。
だがそれでも今回の調査を通して､日本の祭りというものを少し知ることはできたと思う。
なかでも特に印象深かったのは、恵比寿祭りの起源にまつわる話であった。網に入っていた
石を神様とみなし、祠を建てて祀った。そしてその神様のための祭りが毎年行われている。
そのようなことが現在の日本にも実際にあるのだということを知って、驚きとともに深い感
銘を受けた。このような話を聞かせていただいたり、祭りを実際に見学させていただいたな
かで、日本人でありながら今まであまり知らなかった日本の文化の一端に触れる機会を得る
ことができた｡調査に協力してくださった地域の方々に､この場を借りてお礼申し上げます６
8８
